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ASA 二子玉川で

毎月 1回発行

* いろはにアサッチ＃38「き」*

～聞いて極楽見て地獄～
　「き」は、江戸では　「聞いて極楽見て地獄」。これは、人から聞いたことと、実
際に自分で見たことの差がはげしく、実際は非常にひどい、という意味。京・大阪
　　　　　は「義理と褌は欠かされぬ」。これは、男にとって、義理というものは、
　　　　　　　　　世の中を渡っていく時、必要となってくるということ。昔は、
　　　　　　　　　男にとってふんどしは、必ず身につけなくてはならないものと
　　　　　　　　　して、一般常識であり、 そのように日常で必要となるものが、
　　　　　　　　　ふんどしと、義理であったところから来ています。ノーパンはダメです。

むかしあそこはああだった 
 用賀は大山道が横切り、 江戸時代には大山詣の旅人で大変賑わった街です。 今でもゆかりの史跡や寺社が多数残っています
が、 時代の流れとともに無くなってしまった史跡も数多くあります。 「あそこは昔○○だったんだよ、 あそこには△△があって
ね」 なんてお話は街を知る上でとても貴重だと思います。 今回はそんな街の歴史が知りたくて、 「大山道おこし委員会」 の
協力で開催された、 用賀商店街振興組合特別セミナー 「用賀の歴史を知ろう！～これであなたも用賀通！？」 に参加してみ
ました。 用賀に長くお住まいの達人の歴史と地域のお話に 「へぇ～ほぉ～」 の連続！むかしあそこはああだったんですよ！

第１部 : 地元の皆様による 「用賀の歴史」 のおはなし

用賀に芝居小屋 ・映画館があった！
　かつて用賀には芝居小屋と映画館がありました。
芝居小屋は現在の用賀中町通り沿い、 当時は畑
だった郵便局の辺りにあり、 年に１ ・ ２回、 全国巡
業している劇団が来て丸太とむしろで芝居小屋を
作り上演していたそうです。 宝塚出身の女剣劇ス
ター 「大江美智子」 率いる一座もきたそうです。
　映画館は昭和 30年代、 現在の北口駅前薬のセ
イジョーさんのところにあったそうです。 ロード
ショーなどが上映され、 当時は鑑賞料が 30円だっ
たそうです。 Always 用賀の夕日って感じですね。

理容ウララさん

↑

246 渋谷

←用賀中町通り→

　郷土史家である、 飯田恭次さんからはパン
フレット 「歴史を彩る用賀の道いまむかし （ハ
ロー用賀で入手可）」 を使っての用賀の地形
の変遷のお話のあと、 右の年表に従って町
の歩みのお話を聞かせていただきました。
中でも興味深かったのが、 終戦直後の東條
英機の逸話。 用賀に住んでいた東條さんが
戦後、 自宅で歴史上には出てこないあるこ
とをしました。 それは何か？知りたい方は次
回のイベントに参加すると聞けるかも。

　用賀南町会長の鈴木堅
之さんからは、 戦後は国道
246 が 「弾丸道路」 と呼
ばれ厚木基地の戦車や軍
用車がひっきりなしに走っ
ていたお話などを聞かせて
いただきました。

　上用賀町会長の金子倉一さんからは、 昭和１８年ころ
の道は、 草ぼうぼうの道の真ん中を人が歩き、 その両
側を車が走ったり牛を引いたりしていて、 大山に行くに
はそのような道を経堂まで歩き、 そこから小田急に乗っ
て行った、 というお話を聞かせていただきました。
　生粋の用賀っ子、 鎌田嘉次さんか
らは、 かつてこの近辺には京西小し

か無く、 生徒数が増えすぎ、 昭和 17 年に二子玉川、
27 年に桜町、 29 年に瀬田、 31 年に用賀の各小学校が
京西小の分校として開校し、 さらに鎌田さんが通ってい
た 27 年ころは京西小の生徒数はなんと 1700 人、 1 ク
ラス６５～６６人、 低学年は 2部制でしかも青空教室だっ
たという、 驚きのお話を聞かせていただきました。

＜飯田恭次さん＞

＜鈴木堅之さん＞

＜金子倉一さん＞

＜鎌田嘉次さん＞

昭和40年ころでしょうか、 現在の用賀のａｕショップの前から桜新町方向
を撮った写真。 拡大すると 「理容ウララ」 さんがあるのがわかります。

玉電の軌道が撤去され、 道路となった道。
位置関係はちょっと不明です。

＜用賀 1 丁目交差点＞



第2部 : まちあるき 　第２部は 「まちあるき」。 大山道場のみなさんのガイドを聞きながら実際に用賀の町
を歩いてみました。 「ちい散歩」 のような 「ブラタモリ」 のような秋のひとときでした。

用賀神社

お揃いのベストを着て参加者を
先導する大山道場のスタッフ

　用賀神社は以前神明社といい、 その創立の年
代は不明ですが、 明治 41 年 (1908） に一緒に祀
った八幡社は、 天正年間に鎌倉の鶴岡八幡宮より
分霊を迎えたといわれています。 この合祀の際上
用賀にあった天神社も合わせて祀られました。 祭
神は天照皇大神、 応神天皇、 菅原道真ほか数柱
です。 また、 神田明神より移入したと伝えられる
獅子頭一対があり、 昔は、 秋の大祭に五穀豊穣
、 悪疫退散を祈って若衆にかつがれ、 村内を練り
歩いたと伝えられています。 境内には 「力石 ( りきいしではありません。 ちからいしです）」 があります。
　　　　　　　　　　　重さは約 120 キロ。 昔はこの石を持って走る力比べが行われていたそうです。
　　　　　　　　　　　見るからに重そうですが、 元関取の小錦のピーク時の体重が 285 キロというこ
　　　　　　　　　　　とを考えると、 お相撲さんクラスの体格の方なら意外と持てるのかも知れませ
　　　　　　　　　　　ん。 が、 決してチャレンジしようとしないでください。 危ないです。 腰も痛めるで
　　　　　　　　　　　しょう。 因みに白鵬の体重は 154 キロ、 日馬富士は 133 キロ、 把瑠都は 193 キ
　　　　　　　　　　　ロですから、 私たちが 「力石」 を持ち上げるのは体重 117 キロのホンジャマカの
　　　　　　　　　　　石塚英ちゃんが、 把瑠都を持ち上げるようなものでしょうか？よくわからない例
　　＜力　石＞　　　　えで申し訳ありませんが、 皆さんも一度 「力石」 を見に行ってみてください。

今回のイベントの立役者！
ハロー用賀の平井夏子さん

↓
大山道追分 　江戸時代、 相模の大山詣での人々が、 毎日のように用賀を通っていたころ、

ここに高さ1ｍ20cm位の道しるべの石塔が建っていました。 正面には「庚申塔」
という字が刻んであり、 右は江戸道、 左は世田谷四谷道と書いてありました。
建てられたのは 1827 年で、 当時この三叉路の近くには、 旅館や酒店、 料理
屋などいろいろな店が軒を並べ、用賀村の中心で、とても賑やかなところだっ
たそうです。 追分から共立信組さんへ抜ける道は 「水道みち」 といい、 大正
時代、 渋谷方面へ水道を引くために水道管を埋めた場所です。 水道は、 多摩
川の水を砧で汲み上げ、 岡本、 用賀、 桜新町を経て駒沢の給水塔に一度溜め、
高さを利用して渋谷の方へ送るという方式をとっていました。

＜水道みち＞

↓
天神溜池跡 　ここは江戸時代の中期、 享保 5年 (1720 年） に用賀村人たちが田んぼ

に使う水を溜めるために作った池の跡です。 当時、 池は広さが約 1000 坪
あり、 3 つに分かれていたそうです。 池の西、 小高いところには天神様の
社がありましたので、 村の人たちはこの池を 「天神の池」 と呼んでいたそ
うです。 この池の水は、 田んぼに水を送りながら、 谷沢川となって、 下流
で等々力渓谷を通って多摩川に流れていました。
　もう１箇所 「衛生材料廠跡」 にも行く予定でしたが、 時間の関係で説明
と遠くに衛生材料廠跡＝現、 国立医薬品食品衛生研究所の煙突を望んで移
動しました。

衛生材料廠跡
の煙突

↓
用賀名主邸跡 　ここの持ち主は第１部で貴重なお話をしてくだ

さった、 飯田恭次さん。 飯田さんのご先祖は名主
だったんですね。 また、 文献によると、 ここは、
江戸時代の中頃、 宝暦 3年 (1753 年） に飯田安之
蒸が代官であった飯田平兵衛家から分家した家で、
1786 年に代官家が領外追放となってからは本家を
相続したため、 世が世なら飯田恭次さんはお代官
様になっていたということになります。 へへぇ～。
　普段は開放されていませんが、 今回特別に中に
入らせていただきました。 昔ながらの平屋造りで奥
には 「蔵」 があり、鬱蒼と生い茂る木々のおかげか、
涼しさを感じることもできました。 たまにドラマなど
のロケにも使われているそうなので、 もしかしたら
この写真を見て 「あれっ」 と思われた方もいるの
ではないでしょうか。

＜重厚な蔵＞

↓
真福寺

＜別名赤門寺とも＞ ＜応援に駆けつけたよっきー＞

　真福寺は、 今から約 400 年前に創建されたと言われています。 大山道に
山門があって赤く塗ってあったことから 「赤門寺」 とも呼ばれていました。
ご本尊は大日如来で、 開山は宗円和尚、 開基は飯田図書 (やはり飯田さん
のご先祖様 )です。 ハロー用賀のそばの山門を入る
と左手に庚申堂、 太子堂、 法教上人碑、 芭蕉の句碑、
六地蔵、 大日堂などが並んでいます。 明治時代に京
西小学校が台風で壊れてしまったとき、 本堂が仮校
舎として使われたという記録が残っています。

次回チャンスがあったら皆さんも是非ご参加ください


